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７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、

その他の経済活力の向上のための事業及び措置に関する事項 

 

［１］経済活力の向上の必要性  

 

（１）現状分析 

岐阜市は、柳ケ瀬や名鉄岐阜駅前を中心とした商店街と大型店の集積により、

広域的な商業拠点を形成してきた。しかし、モータリゼーションの進展や住宅の

郊外化による都市構造の変化、周辺市町における大型店やロードサイド店の進

出、中心市街地からの大型店の撤退などの環境変化のなかで、中心市街地の商業

は厳しい状況にある。例えば、中心市街地の大型店舗は平成 11 年の京都近鉄百

貨店から平成 21 年の岐阜メルサまで 11 年間で７つの大型店舗が閉店している。 

一方、岐阜駅周辺では令和元年 12 月に岐阜イーストライジング 24 内にリモー

トオフィス「Neo work-Gifu（ネオワーク岐阜）」が開設され、相談窓口を新たに

加えた「ぎふしスタートアップ支援事業」が令和 3 年 7 月にスタートしている。 

また、柳ケ瀬では商店街振興組合連合会等による「柳ケ瀬ジュラシックアーケ

ード」や「ぎふ柳ケ瀬夏まつり」、定期マーケット「サンデービルヂングマーケ

ット」などの開催に加え、まちづくりの担い手の育成を図る「リノベーションま

ちづくり事業」を展開している。また、ロイヤル劇場ビルの空き区画をリノベー

ションした事業「ロイヤル 40（ヨンマル）」など、民間事業者による空きビル等

を活用した店舗などが生まれている 

つかさのまち周辺では、メディアコスモスに加え新庁舎が開庁し、周辺に複数

の飲食店が開業するなど、重要な集客拠点となっている。また、メディアコスモ

スにおいて市民のシビックプライドの醸成を図る様々な事業が展開されている。 

 

（２）経済活力の向上の必要性 

こうした現状を踏まえ、中心市街地の活性化を図るためには、これまでの取り

組みをさらに発展させ、日常的に訪れたくなるようなまちにしていくことが必

要。そのためには、イベント等による来街機会の創出や商店街店舗の新規出店支

援、既存店舗の経営支援、まちづくりの担い手の育成やコミュニティの形成、中

心市街地の魅力の発信、市民のシビックプライドの醸成、来街者が集い・憩い・

交流する施設の運営など、多様なまちの魅力により、中心市街地で過ごす時間の

魅力を高めることが必要である。  

そのため、次頁以降の事業を基本計画に位置づける。 

 

（３）フォローアップの考え方 

事業について毎年度進捗調査を行い、状況に応じて事業の促進等の目標達成に

向けた改善措置を講じる。更に、計画期間終了後、目標指標の達成状況を確認す

るとともに、中心市街地活性化への効果を検証する。 
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［２］具体的事業の内容 

(1)法に定める特別の措置に関連する事業 

 

 

 (2)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

 

【事業名】大規模小売店舗立地法の特例措置 

【事業実施時期】 平成 19 年度～ 

【実施主体】 岐阜県 

【事業内容】 第一種大規模小売店舗立地法特例区域の指定により、中心市街地への大規模小売店舗

の出店を促進する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

大規模小売店舗の出店により、中心市街地への集客力を高め、滞在時間の向上や来街者

数の増加を図ることができるため。 

【支援措置名】 大規模小売店舗立地法の特例（第一種大規模小売店舗立地法特例区域） 

【支援措置実施時期】 平成 19 年度～ 【支援主体】 経済産業省 

【その他特記事項】  

【事業名】さんぽ de 野外ライブ 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 さんぽ de 野外ライブ実行委員会、岐阜市 

【事業内容】 市民をターゲットにした一般公募アーティストによる音楽ライブを「みんなの森 ぎふメ

ディアコスモス」をはじめとした中心市街地の複数会場において開催する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

市民の音楽活動発表の場として定着しつつあり、文化芸術活動の普及とともに、中心市街

地のにぎわい創出を図ることで、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和 5 年 4 月～令和 10 年 3 月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 
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【事業名】岐阜まつり協賛道三まつり 

【事業実施時期】 昭和 48 年度～ 

【実施主体】 道三まつり実行委員会 

【事業内容】 岐阜まつりに合わせ、岐阜まつり神輿パレード・道三駅前楽市等のイベント及び商店街等

の協賛事業を実施。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

岐阜まつりを共に盛り上げるイベントとして、市民参加によるにぎわいを創出すること

で、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和 5 年 4 月～令和 10 年 3 月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

【事業名】岐阜市産業・農業祭～ぎふ信長まつり～ 

【事業実施時期】 令和 4 年度～ 

【実施主体】 ぎふ信長まつり実行委員会、岐阜市農業まつり実行委員会 

【事業内容】 ぎふ信長まつり実行委員会として、信長公騎馬武者行列・ぎふ信長ダンスステージ・ぎふ

信長駅前楽市・わく☆わくキッズイベント等のイベント及び商店街等の協賛事業を実施。 

岐阜市農業まつり実行委員会として、地元農産物の販売、ステージイベント、体験教室等

を実施。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

商業、物産等の振興や商店街の振興及び岐阜市のＰＲを目指し、市民参加による市域の活

性化や賑わいの創出を図ることで、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和 5 年 4 月～令和 10 年 3 月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 
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【事業名】空き店舗対策事業 

【事業実施時期】 平成 18 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 小売業等を営む出店者が、空き店舗を活用して行う事業に対して、店舗賃借料及び初期費

用に限り、その費用の一部を助成する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

中心市街地の空き店舗を減らし、商店街の活性化を図るために、意欲のある新規出店者に

助成をすることで、まちの魅力となるコンテンツが創出され、滞在時間の向上や来街者数

の増加につながるため。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和 5 年 4 月～令和 10 年 3 月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

【事業名】せんい祭 

【事業実施時期】 平成 19 年度～ 

【実施主体】 (一社)岐阜ファッション産業連合会 

【事業内容】 年 4 回実施する、一般消費者及び観光客を対象とした駅前繊維問屋街開放小売りイベン

ト。ＪＲ岐阜駅周辺施設とも連携し、一体的ににぎわいを創出する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

各種媒体への PR を通じて来客を増やし、JR 岐阜駅前繊維問屋街等の活性化を図るもので

あり、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和 5 年 4 月～令和 10 年 3 月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 
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【事業名】柳ケ瀬ジュラシックアーケード 

【事業実施時期】 平成 23 年度～ 

【実施主体】 柳ケ瀬ジュラシックアーケード実行委員会 

【事業内容】 柳ケ瀬商店街のアーケードを利用して、恐竜ロボットを展示することで商店街の活性化を

図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

子供連れのファミリー層の来街者を集客するものであり、滞在時間の向上や来街者数の増

加につながるため。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和 5 年 4 月～令和 10 年 3 月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

【事業名】ぎふ市民健康まつり 

【事業実施時期】 昭和 55 年度～ 

【実施主体】 運営会議 

【事業内容】 市民の健康知識の普及と健康意識の向上を図るため、岐阜市医師会、岐阜市歯科医師会、

岐阜市薬剤師会など健康関連団体 12 団体の協力を得て、健康相談やパネル展示のほか、

簡易な検査や測定等により自身の健康状態を確認できる市民参加型の健康まつりを開催

する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

参加者とその同伴者を集客し、商店街周辺の購買、消費行動につなげることで、滞在時間

の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和 5 年 4 月～令和 10 年 3 月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 
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(2)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 

 

 

【事業名】Ｗｏｏｄ Ｇｏ！！ 

【事業実施時期】 令和 4 年度～ 

【実施主体】 「ＷＯＯＤ ＧＯ！！」実行委員会 

【事業内容】 家族で楽しむ木材産業の職業体験や木工ワークショップイベントを開催し、商店街ににぎ

わいを創出する。その中で木のパーツを集めるＷｏｏｄラリーや職業体験で得た商品券を

利用できる仕組みにより商店街の回遊性向上や魅力発信につなげる。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

参加者とその同伴者を集客し、商店街周辺の購買、消費行動につなげることで、滞在時間

の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 5 年度～令和 6 年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【事業名】信長楽市 

【事業実施時期】 平成 28 年度～ 

【実施主体】 岐阜市商店街振興組合連合会 

【事業内容】 歩行者利便増進道路制度を活用したマーケット、ワークショップの定期開催及びフラッグ

アート展を実施する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

商店街等の店舗によるマーケットや家族連れで参加できるワークショップ等の定期開催

に併せ、フラッグアート展を実施することにより中心市街地への集客を図るこの事業は、

参加者とその同伴者を集客し、商店街周辺の購買、消費行動につなげることで、滞在時間

の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 5 年度～令和 6 年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  
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【事業名】事業創造支援補助金（スタートアップ支援補助金） 

【事業実施時期】 平成 19 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 市内で新たに創業する方や第二創業、創業後 5 年以内の中小企業者及び個人事業主を対象

に、新たな事業やサービスの創出等により、社会課題解決に資する事業実施にかかる経費

の一部を補助する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

創業時や創業初期に重要な問題となる資金面について支援を行うことで、市内での創業や

新分野への進出の促進を図るものであり、まちの魅力となるコンテンツが創出されること

で、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 5 年度～令和 6 年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【事業名】リノベーションまちづくり事業 

【事業実施時期】 令和 4 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 まちづくりに興味がある人たちが、まちの新旧の様々な資源が持つ魅力を活かした体験プ

ログラムを提供すること（「柳ケ瀬日常ニナーレ」の開催）を通して、まちづくりの担い

手の育成・裾野拡大を図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 
 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

まちづくりの担い手の育成により、まちの魅力となるコンテンツがさらに創出されること

で、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 5 年度～令和 6 年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【支援措置名】 新しい地方経済・生活環境創生交付金（第 2 世代交付金） 

【支援措置実施時期】 令和 7 年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  
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【事業名】ぎふしスタートアップ支援事業 

【事業実施時期】 令和 3 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 JR 岐阜駅と直結する岐阜イーストライジング 24 内において、リモートオフィスの運営と

スタートアップ相談窓口の二本柱としたスタートアップ支援事業を行い、多様なライフス

タイルに対応できる労働環境を提供するとともに、起業者数の増加や新たな事業やサービ

スの創出などを図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

施設利用者の来街や、本施設の運営によりまちなかで起業やビジネスをしたくなるような

環境になることで、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 5 年度～令和 6 年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【支援措置名】 新しい地方経済・生活環境創生交付金（第 2 世代交付金） 

【支援措置実施時期】 令和 7 年度～令和 9 年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  
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(3)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業名】柳ケ瀬のエリアプラットフォーム支援 

【事業実施時期】 令和 7 年度 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 複雑・多様化する地域課題に対し、個別解決ではなく、エリアの価値を向上させる視点で

官民が連携して最適解を導く必要があり、その指針となる、目指す街の将来像（エリアビ

ジョン）の策定に向け、主体となる地域の活動を促す地域の人材が集積した官民連携のエ

リアプラットフォームの構築等を支援する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

目指すべきまちづくりの方向性が共有され、民間プレイやーや地域の人々の自発的な活動

を促進する環境がつくられるため 

【支援措置名】 官民連携都市再生推進事業 

【支援措置実施時期】 令和 7 年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  
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 (4)国の支援がないその他の事業 

 

 

 

 

 

 

 

【事業名】テレビ・ラジオ等による広報 

【事業実施時期】 平成 30 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 生活に密着した市政情報や市民活動及びイベント情報などを、テレビやラジオで広報し、

シビックプライドの醸成を図るとともに、交流人口の増加を図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

まちなか暮らしを選択する人の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

居住人口の人口動態 

【活性化に資

する理由】 

中心市街地をはじめ岐阜市の魅力をテレビおよびラジオによる情報発信を通じ、岐阜市の

認知度とイメージを高めるとともに市民のシビックプライドを醸成し、交流人口及び定住

人口の増加により、まちのにぎわいを生み出し、持続可能な岐阜市の発展を実現するもの

であり、滞在時間の向上や来街者数の増加、まちなか暮らしを選択する人の増加につなが

るため。  

【事業名】高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン 

【事業実施時期】 平成 23 年度～ 

【実施主体】 高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン実行委員会 

【事業内容】 市内中心市街地を含むコースで約 1 万人が参加するハーフマラソン大会を開催する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

県内外からの参加者が来岐し、前日のエントリー手続きやイベント参加、当日のハーフマ

ラソンに参加することで、宿泊や飲食など中心市街地での消費額や関係人口の増加に寄与

するとともに、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 
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【事業名】サンデービルヂングマーケット 

【事業実施時期】 平成 26 年度～ 

【実施主体】 柳ヶ瀬を楽しいまちにする株式会社、岐阜柳ケ瀬商店街振興組合連合会 

【事業内容】 手仕事(クラフト)の商品等を扱うお店を集めたイベントの定期開催。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

手仕事（クラフト）の商品等を扱うお店を集めたイベントを定期的に開催することで、固

定顧客の創出と実店舗に出店する可能性のある魅力ある事業者の獲得を目的とする事業

であり、商店街周辺の購買、消費行動につなげることで、滞在時間の向上や来街者数の増

加につながるため。 

【事業名】岐阜市中小企業融資制度（新産業振興資金・みらい戦略資金） 

【事業実施時期】 平成 26 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 中心市街地対象エリア内において、新規または既存で事業を行う方を対象とした融資制度

を実施。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

計画区域内において店舗や事業所を設置する事業者を支援することで活性化を図るもの

であり、ひいては中心市街地への集客力を高め、滞在時間の向上や来街者数の増加につな

がるため。 
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【事業名】移動販売車事業 

【事業実施時期】 令和 3 年度～ 

【実施主体】 岐阜商工会議所 

【事業内容】 会員事業者に対し、移動販売車の無料貸し出しを行う。 

移動販売車を活用し、飲食店や小売・卸売事業者が自らまちに出向き、ランチタイムや 

イベントなどで販売する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

飲食店や小売・卸売事業者が自らまちに出向き販売することで、滞在時間の向上や来街者

数の増加につながるため。 

【事業名】中心市街地活性化支援事業 

【事業実施時期】 平成 30 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 まちづくり団体や商店街団体等が取り組む事業に対し、関係者との調整や助言などの支援

を行う。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

本事業により、まちの魅力となるコンテンツがさらに創出されることで、滞在時間の向上

や来街者数の増加につながるため。 



107 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業名】まちなか活性化活動拠点施設運営事業 

【事業実施時期】 令和 2 年度～ 

【実施主体】 一般財団法人岐阜市未来のまちづくり財団 

【事業内容】 リノベーションまちづくり推進拠点「やながせＲ（アール）テラス」を運営し、交流・休

憩スペースなどを提供するとともに、レンタルスペースの運営を行う。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

本施設の利用者が集い、交流することで、まちの魅力となるコンテンツがさらに創出され、

滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【事業名】岐阜駅周辺イルミネーション事業（駅とまちを光でつなぐ杜のイルミネーション） 

【事業実施時期】 令和元年度～ 

【実施主体】 岐阜駅周辺活性化実行委員会 

【事業内容】 岐阜の伝統工芸品を活用したイルミネーションを継続的に実施し、駅周辺地域のにぎわい

を創出する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

イルミネーションにより、まちへの来街のきっかけや滞在のきっかけとなることで、滞在

時間の向上や来街者数の増加につながるため。 
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【事業名】メディコス「文化の広場」交流事業 

【事業実施時期】 令和 3 年度～ 

【実施主体】 みんなの森 ぎふメディアコスモス自主事業実行委員会 

【事業内容】 ぎふメディアコスモスを拠点とした、にぎわいの創出に資するマルシェ等の開催。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

にぎわいの創出に資するマルシェ等の開催により、施設利用者が来街し、滞在時間の向上

や来街者数の増加につながるため。 

【事業名】ビジネス支援事業 

【事業実施時期】 平成 18 年度～  

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 創業希望者や中小規模の事業者を対象に、ビジネス支援相談窓口などでビジネスに役立つ

情報を提供し、支援する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

相談窓口利用者の来街や事業者が生み出すまちの魅力となるコンテンツの創出により、滞

在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 
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【事業名】図書館発！まちづくり事業 

【事業実施時期】 平成 28 年度～  

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 まちライブラリーの活動支援、市民文庫の設置。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

まちライブラリー等を通じ、図書館の新たな利用者が増加するとともに、来館者の周辺地

域への回遊を促し、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 

【事業名】シティプロモーション冊子及びホームページを活用したプロモーション 

【事業実施時期】 平成 30 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 活力ある若年層をメインターゲットにして、シビックプライドを醸成させるとともに、「岐

阜市に行ってみたい、住んでみたい」と共感できる冊子・ホームページ制作を行う。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

まちなか暮らしを選択する人の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

居住人口の人口動態 

【活性化に資

する理由】 

中心市街地をはじめ、岐阜市の魅力を冊子及びホームページによる情報発信を通じ、岐阜

市の認知度とイメージを高めるとともに、市民のシビックプライドを醸成し、交流人口及

び移住者や定住人口の増加により、まちのにぎわいを生み出し、持続可能な岐阜市の発展

を実現するものであり、滞在時間の向上や来街者数の増加、まちなか暮らしを選択する人

の増加につながるため。  
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【事業名】空き店舗対策事業 

【事業実施時期】 平成 18 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 小売業等を営む出店者が、空き店舗を活用して行う事業に対して、店舗賃借料及び初期費

用に限り、その費用の一部を助成する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

中心市街地の空き店舗を減らし、商店街の活性化を図るために、意欲のある新規出店者に

助成をすることで、まちの魅力となるコンテンツが創出され、滞在時間の向上や来街者数

の増加につながるため。 

【事業名】シビックプライド事業 

【事業実施時期】 令和 4 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 まち歩きツアーや令和 3 年度に設置した「シビックプライドプレイス」のコンテンツを市

民の手で充実させるための担い手育成講座など、市民のシビックプライド醸成を図るイベ

ントや講座の実施。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

まちなか暮らしを選択する人の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

居住人口の人口動態 

【活性化に資

する理由】 

市民のシビックプライド醸成を図ることによって、施設利用者が来街するとともに、まち

に愛着を持つようになることで、滞在時間の向上や来街者数の増加、まちなか暮らしを選

択する人の増加につながるため。 
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【事業名】みんなの森 ぎふメディアコスモス季刊紙発行 

【事業実施時期】 令和 3 年度～ 

【実施主体】 岐阜市 

【事業内容】 ぎふメディアコスモスの視点から、市の文化的魅力を発信する広報媒体の発行。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

まちなか暮らしを選択する人の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

居住人口の人口動態 

【活性化に資

する理由】 

市民のシビックプライド醸成を図ることによって、施設利用者が来街するとともに、まち

に愛着を持つようになることで、滞在時間の向上や来街者数の増加、まちなか暮らしを選

択する人の増加につながるため。 

【事業名】ぎふ柳ケ瀬夏まつり 

【事業実施時期】 令和 2 年度～ 

【実施主体】 ぎふ柳ケ瀬夏まつり実行委員会 

【事業内容】 ぎふ長良川花火大会の連携事業として、商店街全体で長良川花火大会を盛り上げていく 

ことを目的に、柳ケ瀬商店街の「夏まつり」をテーマに各種のイベントを実施し、商店 

街のにぎわい創出及び活性化を図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 
【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

このイベントを定着化させることにより、中心市街地への来街者の増加を目指すもので 

あるため。 
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【事業名】歩道の利活用による商店街活性化事業 

【事業実施時期】 令和 7 年度～ 

【実施主体】 岐阜市商店街振興組合連合会 

【事業内容】 歩行者利便増進道路制度を活用したマーケット開催エリア、テーブル・椅子設置エリアの 

拡大及び社会実験を実施する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 滞在時間の向上 

来街者数の増加 

【目標指標】 金公園地下駐車場の総利用時間 

歩行者・自転車通行量［休日と平日の平均］（中心市街地の 21 地点） 

【活性化に資

する理由】 

歩道を有効活用した事業を実施することにより、中心市街地の商店街活性化を図るもので

あり、滞在時間の向上や来街者数の増加につながるため。 


